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コンクリート柱用鉄筋破断診断装置「新型ＣＰチェッカー」の開発 

 
 
目  的 

コンクリート柱の維持管理に広く活用されている当社製品「ＣＰチェッカー」

において、最新の磁気センサである TMR（トンネル磁気抵抗）センサを活用して、

鉄筋破断箇所を 3 次元的にセンシングすることでより高度な鉄筋破断診断を実

現する手法を考案し、その社会実装として「新型ＣＰチェッカー」を開発する。 
 
 
主な成果 

1. TMR センサの活用 

TMR センサの低消費電力の特徴をＣＰチェッカーのバッテリ持続時間に活か

すことで、これまで単 3 電池 4 本で 8 時間の持続時間であったものを、単 3 電

池 2本で 50時間以上に延ばすことができ、バッテリ寿命の延長と電池削減によ

る軽量化が実現できた。 
 
2. 3D（3次元）破断判定手法の考案 

破断箇所から漏洩する磁束の計測において、これまで電柱内部から外側への

１方向のみであったものを、3軸の TMRセンサ 4個を活用して破断箇所を挟む側

方も併せて立体的に漏洩磁束を測定することで、一方の磁極のみが存在する端

部と両方の磁極が存在する破断部を判別できるようになり、破断判定性能が向

上した。 
 
3. コンクリート柱モックアップの作成 

ＣＰチェッカーの性能評価を行うにあたり、実際のコンクリート柱を忠実に

模擬したモックアップを作成した。コンクリート中も空気中と同様な透磁率と

みなせるため、内部の鉄筋位置やその模擬破断位置を確認しながら計測できる

構造にすることで、3D破断診断手法の性能評価に大きく貢献した。 
 
 



 
 

 

（a）従来のＣＰチェッカー       （b）新型ＣＰチェッカー 
図 1 従来および新型ＣＰチェッカーの破断箇所測定方法の比較 

 
 

 
（a）センサユニット 

  
（b）レコーダユニット       （c）磁石ユニット 

図 2 新型ＣＰチェッカーの外観 
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